
世界に類のない「オリックス」と
ただ新しいことに挑戦するのではなく、時代の先を読み、どこに新しいマーケットがあるかを見極める。
世界に類のない「オリックス」というビジネスモデルに向かって、
創造的破壊を繰り返しながら、私たちは進みます。

企 業 理 念
オリックスは、たえず市場の要請を先取りし、
先進的・国際的な金融サービス事業を通じて、
新しい価値と環境の創造を目指し、
社会に貢献してまいります。

経 営 方 針
1. オリックスは、お客さまの多様な要請に対し、たえず質の
高いサービスを提供し、強い信頼関係の確立を目指します。

2. オリックスは、連結経営により、すべての経営資源を結集
し、経営基盤の強化と持続的な成長を目指します。

3. オリックスは、人材の育成と役職員の自己研鑽による資
質の向上を通じ、働く喜びと誇りを共感できる風土の醸
成を目指します。

4. オリックスは、この経営方針の実践を通じて、中長期的な
株主価値の増大を目指します。
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投資家メモ （2015年7月1日現在）

見通しに関する注意事項

　本年次報告書に掲載されている当社の現在の計画、見通し、戦略などのうち、歴史的事実でないものは、将来の業績に関する見
通しであり、これらは、現在入手可能な情報から得られた当社の判断に基づいています。したがいまして、これらの見通しのみに全
面的に依拠することはお控えくださるようお願いします。
　実際の業績は、外部環境および内部環境の変化によるさまざまな重要な要素により、これらの見通しとは大きく異なる結果となり
得ることを、ご承知おきください。これらの見通しと異なる結果を生じさせる原因となる要素は、当社が米国証券取引委員会（SEC）
に提出していますForm 20-Fによる報告書の「リスク要因（Risk Factors）」および関東財務局長に提出しています有価証券報告書の
「事業等のリスク」に記載されていますが、これらに限られるものではありません。Form 20-Fおよび有価証券報告書は、当社のホー
ムページ（http://www.orix.co.jp）においてご覧いただけます。

〒105-6135 東京都港区浜松町2丁目4番1号　世界貿易センタービル
TEL: 03–3435–3121 FAX: 03–3435–3154　URL: http://www.orix.co.jp

本年次報告書の内容についてのお問い合わせは、上記までご連絡ください。

オリックス株式会社（経営企画部）

株主名簿管理人
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
TEL： 0120–232–711（フリーダイヤル）

上場証券取引所
東京証券取引所 市場第一部
 証券コード 8591

ニューヨーク証券取引所 証券コード IX

米国預託証券の名義書換・預託代理人

Citibank, N.A. Shareholder Services

P.O. Box 43077, Providence, Rhode Island

02940–3077, U.S.A.

TEL： 1–877–248–4237（フリーダイヤル米国内）
FAX： 1–201–324–3284

E-mail： citibank@shareholders-online.com

比率  1ADR=5普通株式
ティッカーシンボル  IX

当社は2013年3月31日最終の株主名簿に記載された株主に対し、2013年4月1日付で1株につき10株の割合をもって株式分割を行いました。
● 1株当たりの配当金および株価、出来高は株式分割を考慮し遡及して調整しています。
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いうビジネスモデルに向かって
ただ新しいことに挑戦するのではなく、時代の先を読み、どこに新しいマーケットがあるかを見極める。
世界に類のない「オリックス」というビジネスモデルに向かって、
創造的破壊を繰り返しながら、私たちは進みます。

行 動 指 針

先進性と柔軟性を持って、
たえず創造力あふれる行動をとろう。

お互いの英知と情報を結合させ、
人間的なふれあいを通じて、グループ力を高めよう。

Creativity Integration
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　航空機は1機あたり数十億円から百億円以上するもの。航空会社が増便した
り、機体サイズを変更したいと思っても、そう簡単に購入できるものではありま
せん。しかし、リースを利用すれば、リース会社が機体を購入して航空会社へ貸
し出すため、航空会社は一度に多額の購入資金を準備する必要はありません。
現在、日本の大手航空会社が使用する機体数は約200機ともいわれています
が、私たちは、約130機の機体を保有・管理し、世界中の航空会社にリースして
います。

　埼玉県とのPFI事業として運営している廃棄物処理施設は、100
％リサイクルできる「資源を生む」ごみ処理施設。私たちの環境ビジ
ネスは、リースや融資などで取引のあるお客さまの廃棄物処理に関
するニーズを、同じくお客さまであった廃棄物処理会社に適正な品
質とコストで橋渡しする仲介サービスから始まりました。一方で、私
たち自身も、リース物件の所有者として、年間数万件のリース終了物
件の適正処理を進めてきました。こうして新たなマーケットに一歩
深く入り込むことで、知識やノウハウを蓄積し、業界内でのネットワ
ークを構築。一つのチャレンジから新たな事業を生み出しました。

＊PFI：Private Finance Initiative。公共施設等に民間の資金やノウハウを活用して、民間主導で運営を行う手法。

ほかにはないアンサーを。

リースで空の旅を支える。

100％リサイクルを可能にする。

ブランドスローガン

オリックスグループが創業以来大切にしていること。
それは、お客さまのご要望にお応えするために、最後まで考え抜き、
新しいこたえを生み出そうとする姿勢です。
ブランドスローガンにその想いを込め、全てのステークホルダーの皆さまにお約束します。

　私たちの水族館事業との関わりは、新江ノ島水族館のPFI＊事業に参画したことがきっかけ。プロジェ
クトファイナンスを通じて経営管理にも加わり、その中で培ったノウハウを京都水族館など、自らの水
族館の運営に生かしています。この経験から、「学術的な研究のためだけの水族館である必要はない。
新たな価値を生み出せばビジネスチャンスにつながる」との思いが生まれ、「また来たい」と思っていた
だくにはどうすればよいかを考えました。そのこたえが、コミュニケーションを大切にするすみだ水族
館。飼育スタッフ自身の言葉を通じて、いきものを楽しく見るヒントやその魅力をお伝えしています。

新たな価値提供で水族館を変える。
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　テレビやスマートフォンなど、さまざまな電子機器が基準をクリアし
ているかを測定する電子計測器。1台数千万円することもあり、一定期間
しか使用しない電子機器メーカーにとっては大きな負担。そこで、レンタ
ルのニーズが生まれました。さらに、私たちは、機器をレンタルするだけ
でなく、自社で「校正」してからお渡ししています。「校正」とは、計測器の
精度を確認するとても重要な作業。私たちは機器だけでなく、安心してお
使いいただくための「技術」も合わせたサービスを提供しています。

技術もレンタルします。

　「リース」から始まった私たちの自動車関連事業。
自動車リースのノウハウを蓄積する中で、必要な時
だけクルマを使いたいというお客さまのニーズにお
応えするため、リースの隣接分野であるレンタカー
事業を1985年にスタート。現在では、レンタカーよ
りさらに短時間利用が可能なカーシェアリング事業
も展開しています。クルマを単にお貸しすることは、
私たちでなくてもできること。私たちにしかできな
いことは何か。それは、既存の発想にとらわれること
なく、お客さまが求めているものにフィットする新
しいサービスを創造し、提案すること。クルマの利用
に関わるあらゆるサービスの専門家として、これか
らも新たな挑戦を続けていきます。

「所有する」から
「利用する」時代へ。

　太陽の恵みを人々の生活に欠かせない電力に変える太陽光発
電。太陽光発電は、用地を確保して、ソーラーパネルを設置するだ
けでは実現できません。資金調達、法律、設計・工事、メンテナンス
などさまざまな知見が問われます。しかし、リースを起点に事業
フィールドを広げてきた私たちには、金融、不動産、環境エネルギ
ーなどの各分野に専門家がいました。彼らが集結したことで事業
化に成功。現在では、国内トップクラスの太陽光発電事業者へと
成長しました。

多彩な人材で実現した太陽光発電。

オリックスグループサイトでは、オリックスらしいユニークな事業やサービスを取り上げ、そこに込められている想いや挑戦した
理由などを紹介しています。オリックスストーリー（http://www.orix.co.jp/grp/story/）からご覧ください。
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201820152010200520001995199019851980197519701964 （目標）

1974年9月期
第一次オイルショック

1979年9月期
第二次オイルショック

1988年9月期
ブラックマンデー

1989年3月期（半年決算）

1964年にリース会社として誕生して以来、
多様化するニーズや環境の変化に対応しながら、チャレンジとイノベーションを積み重ね、
オリックスの事業ポートフォリオは進化し続けてきました。
一方、創業以来変わることのないオリックスのDNAは、
持続的な成長の源泉となり、今後も受け継がれていきます。

● オリックスのDNA
　 「新しい価値を創造する」
　 「自分の足で立つ」

● ビジネスモデル
● 事業ポートフォリオ
● コーポレート・ガバナンス

当期純利益の推移と
「変わらないこと」「変えてきたこと」

創業以来変わらないこと 時代に合わせて変えてきたこと

1964 リース

1973 自動車関連

1971 融　資

1978 船舶・航空機関連

1983 投　資

1986 不動産
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201820152010200520001995199019851980197519701964 （目標）

1998年3月期
アジア通貨危機

2009年3月期
リーマン・ショック

1993年3月期
バブル経済崩壊

当期純利益の推移と
「変わらないこと」「変えてきたこと」 D/Eレシオ

1.9倍

当期純利益
2,349億円

不動産比率
（対全社セグメント資産）

 9％

過去最高益を更新

バランスシートの質が大きく変化
財務レバレッジの低減

変動の大きい不動産比率の低下

2015年

D/Eレシオ
4.0倍

当期純利益
1,953億円

不動産比率
（対全社セグメント資産）

   22％

2007年

当期純利益

3,000
億円

1991 生命保険

1998 銀　行

1999 サービサー

2006 投資銀行

2010 資産運用

1995 環境エネルギー関連
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